
日本海事史学会 第64回 総会 特別講演

懇親会
会費：6,500円
事前申込制 申込締切8月29日（土） 14:00

16:00～17：40（特別講演終了後）

当日受付でお支払いいただきます／現金のみ

お申込み方法など詳しくは日本海事史学会Webサイトをご覧ください

年に一度の総会・特別講演の後は会員相互の歓談タイム！

要お申込み・会費制
非会員もご参加いただけます

〔立食ビュッフェ〕
■会場：駒場ファカルティハウス セミナー室

日本海事史学会
〒104-0043　東京都中央区湊2丁目 12番6号 湊SYビル3F 日本海事広報協会気付

https://kaijishi.jp/The Japan Society for Nautical Research

日本海事史学会は、海事一般に関する
歴史・法律・民俗・水産・考古・船舶・航海・海運など、

海事史だけにとどまらず
ひろく海の人文学、社会科学等
あらゆる分野に関心を持つ

学界や在野の研究者の方々の交流をはかる
総合研究の“場”です。

ご入会随時受付中

メール： kaijishi.info@gmail.com

【主な活動】
専門学術誌『海事史研究』の発行（年1回）

総会（年1回）・例会（8月と総会開催月を除く年10回） など

歴史小説家が考える幕末の海防

2026年9月5日（土）13:50～15:45 ■会場：駒場ファカルティハウス セミナー室

対面開催！

京王井の頭線「駒場東大前」駅下車  東京大学駒場キャンパス内

※開場は総会終了後になります（13:30頃の予定）

非会員の方もお申込不要
当日直接会場にお越しください

場所は東大正門の警備員にお聞きください
電話 03-5454-4481（ファカルティハウス管理室）

歴史論文やノンフィクションは記録に基づいて記述し、説が２つあれば
両方を紹介する。しかし歴史小説では、記録になかったり、通説から外れて
いたりしても、独自の見解を断定的に書く場合がある。たとえば拙作の中では
「薩英戦争が嵐の中で戦われたのは偶然ではなく、島津久光の仕掛け
だった」「咸臨丸渡米航海の海舟は船酔いではなかった」「ロシア艦による
対馬占拠事件で、小栗忠順は失敗したわけではない」など。
今後、できれば皆さんに検証して頂きたく、そういった憶測で書いた部分を
中心に、お話ししたい。

■講師：植松 三十里
うえまつ み　ど　り

参加費無料

最後の幕府海軍総裁・矢田堀景蔵
（『回天艦長甲賀源吾傳』より）

幕末の薩摩藩を率いた島津久光
（国立国会図書館「近代日本人の肖像」より）

■ 植松 三十里（うえまつ みどり）  歴史小説家・日本海事史学会会員
静岡市出身。昭和52年、東京女子大学史学科卒業後、婦人画報社編集局入社。7年間の在米生活、建築都市デザイン事務所勤務などを経てライターに。
平成15年『桑港にて』（文庫化の際に『咸臨丸サンフランシスコにて』に改題）で歴史文学賞受賞。最後の幕府海軍総裁・矢田堀景蔵を描いた『群青  日本海軍の
礎を築いた男』で平成21年に新田次郎文学賞受賞。同年、海防不備を批判した林子平の『彫残二人』で中山義秀文学賞受賞。令和8年『侍たちの沃野 大久保
利通最後の夢』で土木学会出版文化賞受賞。著書多数。

最後の幕府海軍総裁・矢田堀景蔵


